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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　遊技の制御を行う遊技制御手段を備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域を含む前記
遊技制御手段が動作を行うためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格
納することが可能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　を含み、
　前記データ記憶手段の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレスが１バイト毎に付
与されており、
　前記データ記憶手段の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化される複
数バイトの初期化領域と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領
域と、から構成され、
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　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域に割
り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレスから終了アドレスまで
の複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初期化領域は、1ゲーム
毎では初期化せず、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域は、前記初期化領域に割り当てられ、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報を記憶する通常決定結果情報記憶領域及び前記特別入賞の発生を
許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶
領域は、前記非初期化領域に連続して割り当てられ、
　前記導出制御手段は、前記非初期化領域に連続して割り当てられた前記通常決定結果情
報記憶領域及び前記特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記通常決定結果情報及
び前記特別決定結果情報を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記決定結果情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、当該ゲームの事前決定手段により前記通常入賞の発生を許容する旨が決
定された場合には、該通常入賞の発生が許容された旨を示す通常決定結果情報を前記通常
決定結果情報記憶領域に設定し、当該ゲームの事前決定手段により前記通常入賞の発生を
許容する旨が決定されなかった場合には、前記通常入賞の発生が許容されなかった旨を示
す通常決定結果情報を前記通常決定結果情報記憶領域に設定する通常決定結果情報設定手
段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記決定結果情報記憶領域のうち前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを示
す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記特別決定
結果情報を、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入賞の発生が許容されてい
る旨を示す特別決定結果情報に変更する特別決定結果情報変更手段と、
　を含む、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　Ｎ（Ｎは２以上の整数）種類の前記特別入賞、及びＭ（Ｍは２以上の整数）種類の前記
通常入賞のそれぞれについて、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記
事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよ
うに定められた範囲特定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　前記事前決定手段が発生を許容するか否かを決定する入賞の種類またはいずれの種類の
入賞の発生も許容されていない旨を記憶する入賞種類記憶領域と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記範囲特定データ記憶手段から、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入
賞の範囲特定データを読み出す範囲特定データ読み出し手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入賞の種類
を設定する第１の入賞種類設定手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定する
第２の入賞種類設定手段と、
　前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特定データから、発生を許容
する旨を示しているか否かを判定する入賞の判定値の範囲を特定する判定値範囲特定手段
と、
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　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれるか否かを判定する第１の判定手段と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれないか否かを判定する第２の判定手段と、
　前記決定結果情報設定手段による前記決定結果情報記憶領域の決定結果情報の設定を指
示する決定結果情報設定指示手段と、
　を含み、
　前記特別決定結果情報記憶領域の特別決定結果情報が、特別入賞の発生が許容されてい
ない旨を示す場合に、
　（１）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記N種類の特別入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の特別入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（２）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（１）におい
て読み出された範囲特定データに対応する特別入賞の種類を設定し、
　（３）前記（１）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特
定データから、当該種類の特別入賞の判定値の範囲を特定し、
　（４）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類が（１～（N－１））番
目に読み出された特別入賞の種類を示す場合には、前記第１の判定手段により前記判定領
域に入力された判定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により
特定された当該種類の特別入賞の判定値の範囲に含まれるか否かを判定し、
　（５）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（N－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（１）に戻
り、
　（６）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類がN番目に読み出された
特別入賞の種類を示す場合には、前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により特定された当該種
類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないか否かを判定し、
　（７）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（N－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定された場合、または前記（６）におい
て前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値
範囲特定手段により特定されたN番目に読み出された特別入賞の判定値の範囲に含まれな
いと判定されなかった場合に、前記決定結果情報設定指示手段により、前記特別決定結果
情報記憶領域に、前記入賞種類記憶領域に記憶されている種類の特別入賞の発生が許容さ
れている旨を示す特別決定結果情報を設定させる旨を指示し、
　前記特別決定結果情報記憶領域の特別決定結果情報が、特別入賞の発生が許容されてい
る旨を示す場合、または前記（５）において前記第２の判定手段により前記判定領域に入
力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定されたＮ番目の種類の
特別入賞の判定値の範囲に含まれないと判定された場合に、
　（８）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記Ｍ種類の通常入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の通常入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（９）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（８）におい
て読み出された範囲特定データに対応する通常入賞の種類を設定し、
　（１０）前記（８）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲
特定データから、当該種類の通常入賞の判定値の範囲を特定し、
　（１１）前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前
記（１０）において前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれるか否かを判定し、
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　（１２）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｍ－１））番目の
種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（８）に戻り
、
　（１３）前記（７）において前記決定結果情報設定指示手段により、前記特別決定結果
情報記憶領域に、前記入賞種類記憶領域に記憶されている種類の特別入賞の発生が許容さ
れている旨を示す特別決定結果情報を設定させる旨を指示した場合、または前記（１１）
において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記
判定値範囲特定手段により特定されたＭ番目の種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれる
と判定されなかった場合に、前記第２の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に
、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定し、
　（１４）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれると判定された場合、または前記（１３）において前記第２の入賞種類設定手段に
より前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定し
た場合に、前記入賞種類記憶領域に通常入賞の種類が記憶されている場合には、前記決定
結果情報設定指示手段により、前記通常決定結果情報記憶領域に、前記入賞種類記憶領域
に記憶されている種類の通常入賞の発生が許容されている旨を示す通常決定結果情報を設
定させる旨を指示し、前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されて
いない旨が記憶されている場合には、前記決定結果情報設定指示手段により、前記通常決
定結果情報記憶領域に、いずれの種類の通常入賞の発生も許容されていない旨を示す通常
決定結果情報を設定させる旨を指示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】
　前記データ記憶手段の前記決定結果情報記憶領域とは別個に、前記事前決定手段により
前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを特定可能な通常決定結果特定情報
を一時的に記憶する通常決定結果一時記憶領域と、前記事前決定手段により前記特別入賞
の発生を許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果特定情報を一時的に記憶する
特別決定結果一時記憶領域と、を備え、
　更に、前記通常決定結果一時記憶領域の通常決定結果特定情報及び特別決定結果一時記
憶領域の特別決定結果特定情報を設定する一時記憶領域設定手段を備え、
　前記一時記憶領域設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果一時記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段による前
記通常決定結果特定情報を設定する通常決定結果特定情報設定手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記特別決定結果一時記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入賞の
発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定し、該特別決定結果特
定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとともに、該特別入賞が発生した
ときに、前記特別決定結果一時記憶領域に、前記特別入賞の発生が許容されていない旨を
特定可能な特別決定結果特定情報を設定する特別決定結果特定情報設定手段と、
　を含み、
　前記決定結果情報設定手段は、１ゲーム毎に、前記通常決定結果一時記憶領域の通常決
定結果特定情報と、前記特別決定結果一時記憶領域の特別決定結果特定情報と、に基づい
て、前記決定結果情報記憶領域の決定結果情報を設定する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項４】
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　Ｎ（Ｎは２以上の整数）種類の前記特別入賞、及びＭ（Ｍは２以上の整数）種類の前記
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通常入賞のそれぞれについて、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記
事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよ
うに定められた範囲特定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　前記事前決定手段が発生を許容するか否かを決定する入賞の種類またはいずれの種類の
入賞の発生も許容されていない旨を記憶する入賞種類記憶領域と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記範囲特定データ記憶手段から、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入
賞の範囲特定データを読み出す範囲特定データ読み出し手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入賞の種類
を設定する第１の入賞種類設定手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定する
第２の入賞種類設定手段と、
　前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特定データから、発生を許容
する旨を示しているか否かを判定する入賞の判定値の範囲を特定する判定値範囲特定手段
と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれるか否かを判定する第１の判定手段と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれないか否かを判定する第２の判定手段と、
　前記一時記憶領域設定手段による通常決定結果一時記憶領域の通常決定結果特定情報ま
たは特別決定結果一時記憶領域の特別決定結果特定情報の設定を指示する決定結果特定情
報設定指示手段と、
　を含み、
　前記特別決定結果一時記憶領域の特別決定結果特定情報が、特別入賞の発生が許容され
ていない旨を示す場合に、
　（１）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記N種類の特別入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の特別入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（２）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（１）におい
て読み出された範囲特定データに対応する特別入賞の種類を設定し、
　（３）前記（１）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特
定データから、当該種類の特別入賞の判定値の範囲を特定し、
　（４）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類が（１～（N－１））番
目に読み出された特別入賞の種類を示す場合には、前記第１の判定手段により前記判定領
域に入力された判定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により
特定された当該種類の特別入賞の判定値の範囲に含まれるか否かを判定し、
　（５）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（N－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（１）に戻
り、
　（６）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類がN番目に読み出された
特別入賞の種類を示す場合には、前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により特定された当該種
類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないか否かを判定し、
　（７）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（N－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定された場合、または前記（６）におい
て前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値
範囲特定手段により特定されたN番目に読み出された特別入賞の判定値の範囲に含まれな
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いと判定されなかった場合に、前記決定結果特定情報設定指示手段により、前記特別決定
結果一時記憶領域に、前記入賞種類記憶領域に記憶されている種類の特別入賞の発生が許
容されている旨を示す特別決定結果特定情報を設定させる旨を指示し、
　前記特別決定結果一時記憶領域の特別決定結果特定情報が、特別入賞の発生が許容され
ている旨を示す場合、または前記（５）において前記第２の判定手段により前記判定領域
に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定されたＮ番目の種
類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないと判定された場合に、
　（８）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記Ｍ種類の通常入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の通常入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（９）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（８）におい
て読み出された範囲特定データに対応する通常入賞の種類を設定し、
　（１０）前記（８）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲
特定データから、当該種類の通常入賞の判定値の範囲を特定し、
　（１１）前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前
記（１０）において前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれるか否かを判定し、
　（１２）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｍ－１））番目の
種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（８）に戻り
、
　（１３）前記（７）において前記決定結果特定情報設定指示手段により、前記特別決定
結果一時記憶領域に、前記入賞種類記憶領域に記憶されている種類の特別入賞の発生が許
容されている旨を示す特別決定結果特定情報を設定させる旨を指示した場合、または前記
（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データ
が、前記判定値範囲特定手段により特定されたＭ番目の種類の通常入賞の判定値の範囲に
含まれると判定されなかった場合に、前記第２の入賞種類設定手段により前記入賞種類記
憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定し、
　（１４）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれると判定された場合、または前記（１３）において前記第２の入賞種類設定手段に
より前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定し
た場合に、前記入賞種類記憶領域に通常入賞の種類が記憶されている場合には、前記決定
結果特定情報設定指示手段により、前記通常決定結果一時記憶領域に、前記入賞種類記憶
領域に記憶されている種類の通常入賞の発生が許容されている旨を示す通常決定結果特定
情報を設定させる旨を指示し、前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許
容されていない旨が記憶されている場合には、前記決定結果特定情報設定指示手段により
、前記通常決定結果一時記憶領域に、いずれの種類の通常入賞の発生も許容されていない
旨を示す通常決定結果特定情報を設定させる旨を指示する、
　ことを特徴とする請求項３に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
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に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　遊技の制御を行う遊技制御手段を備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域を含む前記
遊技制御手段が動作を行うためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格
納することが可能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　を含み、
　前記データ記憶手段の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレスが１バイト毎に付
与されており、
　前記データ記憶手段の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化される複
数バイトの初期化領域と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領
域と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域に割
り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレスから終了アドレスまで
の複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初期化領域は、1ゲーム
毎では初期化せず、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域は、前記初期化領域に割り当てられ、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報を記憶する通常決定結果情報記憶領域及び前記特別入賞の発生を
許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶
領域は、前記非初期化領域に連続して割り当てられ、
　前記導出制御手段は、前記非初期化領域に連続して割り当てられた前記通常決定結果情
報記憶領域及び前記特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記通常決定結果情報及
び前記特別決定結果情報を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記決定結果情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、当該ゲームの事前決定手段により前記通常入賞の発生を許容する旨が決
定された場合には、該通常入賞の発生が許容された旨を示す通常決定結果情報を前記通常
決定結果情報記憶領域に設定し、当該ゲームの事前決定手段により前記通常入賞の発生を
許容する旨が決定されなかった場合には、前記通常入賞の発生が許容されなかった旨を示
す通常決定結果情報を前記通常決定結果情報記憶領域に設定する通常決定結果情報設定手
段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記決定結果情報記憶領域のうち前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを示
す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記特別決定
結果情報を、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入賞の発生が許容されてい
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る旨を示す特別決定結果情報に変更する特別決定結果情報変更手段と、
　を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、決定結果情報記憶領域を構成する通常決定結果情報記憶領域には、
１ゲーム毎に行われる事前決定手段の決定がなされる毎に、当該事前決定手段により通常
入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを示す通常決定結果情報が設定されるのに対
して、決定結果情報記憶領域を構成する特別決定結果情報記憶領域に記憶されている特別
決定結果情報は、事前決定手段により特別入賞の発生を許容する決定がなされたときに、
その旨を示す特別決定結果情報に変更され、その後、事前決定手段により特別入賞の発生
を許容する旨の決定がなされなくても、特別決定結果情報は変更されず、特別入賞の発生
を許容する旨を示す特別決定結果情報が維持されるので、決定結果情報記憶領域を構成す
る通常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域が、ともに１ゲーム毎に初期
化されない非初期化領域に割り当てられていても、通常入賞の発生が許容されている旨の
通常決定結果情報は、次のゲームでは無効となり、特別入賞の発生が許容されている旨の
特別決定結果情報は、次のゲームに持ち越すことができる。また、決定結果情報記憶領域
を構成する通常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域が、ともに１ゲーム
毎に初期化されない非初期化領域に連続して割り当てられているので、通常決定結果情報
記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域の位置を把握することが簡単であり、新機種の開
発が容易となる。
　また、データ記憶手段のスタック領域における未使用スタック領域が１ゲーム毎に初期
化されるので、未使用スタック領域を利用して不正プログラムを格納させても、当該不正
プログラムが常駐してしまうことを防止できるとともに、例えば、未使用スタック領域に
不正なデータ（不正プログラムが指定するアドレス等）を加え、データの復帰時に遊技制
御手段を誤作動させることでレジスタ等を不正なものに書き換えてしまうことにより、本
来のプログラムとは異なる動作を行わせてしまうような不正も防止できる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。また、複
数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。
　また、前記決定結果情報設定手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許
容する旨の決定がなされなかったときに、前記特別決定結果情報記憶領域を全く更新しな
いものであっても良いし、同一の特別決定結果情報を設定するようにしても良い。
　また、前記事前決定手段は、遊技状態や既に特別入賞の発生を許容する旨が決定されて
いるか否か、などの遊技状況のうち、いずれかの遊技状況において少なくとも前記特別入
賞及び前記通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム毎に決定するも
のであれば良く、遊技状況によっては、特別入賞または通常入賞のみについて発生を許容
するか否かを決定するようにしても良く、例えば、特定の遊技状態において、特別入賞ま
たは通常入賞のみについて発生を許容するか否かを決定するようにしたり、既に特別入賞
の発生を許容する旨が決定されている場合には、通常入賞のみについて発生を許容するか
否かを決定するようにしても良い。
　また、前記事前決定手段は、いずれかの遊技状況において少なくとも前記特別入賞及び
前記通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム毎に決定するものであ
れば、他の遊技状況において前記複数種類の入賞のうち、いずれか１種類の入賞について
発生を許容するか否かを決定するものであっても良いし、いずれか２種類以上の入賞につ
いて発生を許容するか否かを決定するものであっても良いし、更には、全ての種類の入賞
について発生を許容するか否かを決定するものであっても良い。
　また、初期化手段は、１ゲームのうちのいずれかのタイミング（例えば、ゲーム開始時
や終了時、１ゲーム毎に必ず実行される処理の実行時等）で少なくとも１回は、前記初期
化領域を初期化するものであれば良い。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８９】
　本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　遊技の制御を行う遊技制御手段（ＣＰＵ４１ａ、ＲＯＭ４１ｂ、ＲＡＭ４１ｃ、Ｉ／Ｏ
ポート４１ｄを含むメイン制御部４１）を備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞（特別
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役）及び該特別入賞以外の通常入賞（一般役）を含む複数種類の入賞について発生を許容
するか否かを１ゲーム毎に決定する事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる内部抽選）と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報（当選フラグまたはハズレを示す値）を記憶
する決定結果情報記憶領域（内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag））を含む前記遊技
制御手段が動作を行うためのデータが記憶されるワーク領域（重要ワーク、一般ワーク、
特別ワーク、設定値ワーク１～３、非保存ワーク）と、データを一時的に格納することが
可能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）と
、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段（ＣＰＵ４
１ａによる内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag）への当選フラグまたはハズレを示す
値の設定）と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段（
ＣＰＵ４１ａによるリールの停止制御）と、
　前記遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避するデータ退避手段（Ｃ
ＰＵ４１ａによるレジスタのスタックへの退避）と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段（ＣＰＵ４１ａによるスタックからのレジスタの
復帰）と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段（ＣＰ
Ｕ４１ａによるＲＡＭ４１ｃの初期化）と、
　を含み、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレス
が付与されており、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎
に初期化される複数バイトの初期化領域（未使用領域、未使用スタック領域）と、前記初
期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領域（重要ワーク、一般ワーク、特
別ワーク、設定値ワーク１～３、非保存ワーク、使用中スタック領域）と、から構成され
、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域（７
Ｆ０５Ｈ～ＳＰ）に割り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレス（７Ｆ０５）から終了
アドレス（ＳＰ）までの複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初
期化領域は、1ゲーム毎では初期化せず、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域は、前記初期化領域に割り当てられ、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報（一般役の当選フラグまたは一般役のハズレを示す値）を記憶す
る通常決定結果情報記憶領域（一般役領域）及び前記特別入賞の発生を許容する旨が決定
されたか否かを示す特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別役のハズレを示す
値）を記憶する特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）は、前記非初期化領域（一般ワ
ーク）に連続して割り当てられ、
　前記導出制御手段は、前記非初期化領域（一般ワーク）に連続して割り当てられた前記
通常決定結果情報記憶領域（一般役領域）及び前記特別決定結果情報記憶領域（特別役領
域）に記憶されている前記通常決定結果情報（一般役の当選フラグまたは一般役のハズレ
を示す値）及び前記特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別役のハズレを示す
値）を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決定結果情報に応じて
前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記決定結果情報設定手段は、



(11) JP 2007-111389 A5 2010.6.3

　１ゲーム毎に、当該ゲームの事前決定手段（内部抽選）により前記通常入賞（一般役）
の発生を許容する旨が決定された場合には、該通常入賞（一般役）の発生が許容された旨
を示す通常決定結果情報（当選フラグ）を前記通常決定結果情報記憶領域（一般役領域）
に設定し、当該ゲームの事前決定手段（内部抽選）により前記通常入賞（一般役）の発生
を許容する旨が決定されなかった場合には、前記通常入賞（一般役）の発生が許容されな
かった旨を示す通常決定結果情報（ハズレを示す値）を前記通常決定結果情報記憶領域（
一般役領域）に設定する通常決定結果情報設定手段（１ゲーム毎に、内部抽選の結果に基
づいて一般役領域に当選フラグまたはハズレを示す値を格納する処理）と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたとき（特別
役の当選が判定されたとき）に、前記決定結果情報記憶領域のうち前記特別入賞の発生を
許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別
役のハズレを示す値）を記憶する特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）に記憶されて
いる前記特別決定結果情報を、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入賞の発
生が許容されている旨を示す特別決定結果情報に変更する特別決定結果情報変更手段（特
別役の当選が判定されたときに、特別役領域に格納されている値を当選した特別役の当選
フラグの値に変更する処理）と、
　を含む、
　ことを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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